
 

熊本地震から約１年８ヶ月が過ぎようとしていま

す。熊本地震の体験を教訓に、もう一度災害につい

て考え、備えているものを見直してみませんか？

災害は、いつ起こるか分かりません。児童生徒が安

心、安全に生活できるのは、家族や今、関わりのあ

る人たちが、元気でいることであると思います。万

が一に備えて、防災グッズの準備をお願いします。 

 

○水・食料等の日常備蓄 

 支援が届くまでの自給自足のために 

 ・家族の人数 × 最低３日分 

★あると便利！！ 

 簡易トイレ 家族の人数 × ５回分 

 

熊本県では、平成２９年１１月１日（水）に災害

から身を守る行動を身に付け、防災に対しての意

識を高めることを目的に「熊本シェイクアウト訓

練」が実施されました。 

苓北支援学校では、１１月９日（木）に行いま

した。１学期の訓練を生かし、スムーズに対応す

ることができました。 

 

 

熊本県立苓北支援学校 

平成２９年１１月１７日（金） 

第１号文責：防災主任 山田 

 

 

１１月１日（水）にはまゆう療育園との合同避難訓練を行いました。この訓練は、毎年行われているもの

で、火災発生場所をはまゆう療育園と学校で交互に設定し、児童生徒がスムーズかつ安全に避難できるよ

うにすると共に防災意識を高めるために行っています。今回の火災発生場所は、はまゆう療育園でした。

本校の児童生徒は放送を聞き、教師と一緒に速やかに避難することができました。 

防災グッズを準備していますか？ 

◆地震から命を守る合言葉◆ 

緊急地震速報の報知音を聞いたら・揺れを感じたら・・・・・・・ 

物が「落ちてこない、倒れてこない、移動してこない」場所に素早く身を寄せ、安全確保を！ ！  

＊ 現在、緊急地震速報の報知音として、テレビやラジオ、防災行政無線等で使われている NHK のチャイムの

音が推奨されています。 

合同避難訓練 

シェイクアウト訓練を行いました！ 

本校における防災教育の実践の様子

を毎学期報告します。 


